
神戸勤労者山岳会創立50周年記念

無積雪期 積雪期 ピークハント ラウンド 縦走

山域 南ア・仙丈ヶ岳～三峰岳

日程 2015.10.11-12

メンバー L南山　

【往路】仙流荘駐車場→北沢峠

【復路】野呂川出合→北沢峠→仙流荘

10/10　神戸18：00→仙流荘駐車場23：30

10/11　駐車場（バス）→北沢峠7：16～小仙丈ヶ岳9：28-32～仙丈ヶ岳10：2-33～

　　　　伊那荒倉岳12：36～野呂川乗越13：53-54～両俣小屋14：19　【7時間】

10/12　両俣小屋3：56～野呂川乗越4：38-39～三峰岳7：24-52～野呂川乗越9：20～

　　　　　両俣小屋9：41-10：04～野呂川出合12：02 【8時間】

●仙流駐車場は無料休憩所で泊。布団あり。

●小仙丈ヶ岳手前から吹雪になる。登山者は全てここから引き返していたが、

　　　一人仙丈ヶ岳を目指す。雪の為一部道が不鮮明。

●仙丈ヶ岳山頂は大変寒く、写真を撮るのが精一杯。早々に次を目指す。

●大仙丈ヶ岳の岩稜帯は吹雪で強風で飛ばされそうになる。時々耐風姿勢。

●稜線の左側は風を避けれるのでホッとできる。

●野呂川乗越、両俣小屋までは基本下りなので快調に飛ばして予定より早く小屋に着。

●アットホームな小屋では営業も終盤なので大サービスをして頂いた。希少価値のお酒まで頂き

　　夜遅くまでの宴会になり少々酔ってしまう。泊客は皆さん明日下山の予定のようだが、私は

　　早朝より三峰岳ピストン予定で気になったがその場の雰囲気でついつい飲み過ぎてしまう。

●三峰岳からは大展望が広がる。初冠雪の山々がとても綺麗でした。

●熊が頻繁に出るようで、小屋周辺でも見かけるようです。

熊鈴のおかげで出くわす事はありませんでした。（すでに冬眠・・・？）

●これで南アルプス北部がつながりました。

コース全体図
（地図）

費用

日本アルプス縦断 山行記録（報告）

感想・コース
状況

アクセス

コースタイム



北沢峠から雨の中を出発。 高度を上げるにつれ、雨→みぞれ→雪
強い雨で登山道が川状態。 →吹雪になる。小仙丈ヶ岳は登山者なし。

大仙丈ヶ岳を越え、バカ尾根をハイペースで 野呂川乗越から両俣小屋へ下る。
横川岳。左にルートをとり野呂川乗越。 滑りやすいので慎重に・・・ケガをすれば遭難

両俣小屋。林道から来た4名のﾊﾟｰﾃｨｰと単独 明けて快晴。初冠雪の北岳
が先客でした。営業末期なので大ｻｰﾋﾞｽして頂く

こちらは間ノ岳 三峰岳直下の分岐点。
風を避けると小春日和

写真



昨年は雨で何も見えなかった三峰岳。 当然登山者は私だけ、この眺望を独り占めです。

素晴しい展望です～

濃鳥岳の奥に富士山 塩見岳に続く山容、その奥が赤石、聖岳
熊ノ平小屋も見えてます。

北岳もしっかり雪が付きました。 バカ尾根から仙丈ヶ岳。
意外と雪が付いていない。風向きですね。

濃鳥岳手前の鞍部に小屋が見えてます。 間ノ岳へはアイゼンですね。
こちらの姿が見えるでしょうか・・・ 人はいるのでしょうか・・・

写真



小屋に戻る途中で紅葉と北岳。 戻ってきました。登山者はすでに下山していました。

女主人に挨拶をして林道を下ります。

退屈な林道歩きですが紅葉が見事です。 北岳が望めるポイントも有りました。

熊には出くわさなかったよ．．．．．

野呂川出合のバス停で終了。
30分程待って北沢峠に戻りました。

野呂川上流の右俣、左俣合流点から３５０メートルほど下流の左岸にある山小屋。

標高は約２０００メートル。収容３０人。キャンプ指定地で４０張り可能。

　１９８２年８月の台風による増水被害で傾き、建て替えられた。

この時は一階部分が土石流で冠水し林道も通行不能。宿泊者は仙丈ヶ岳越えで

下山したそうです。

小屋番の星美知子さんは、台風と闘った際の「４１人の嵐」、小屋番２０周年を記念した

「両俣竜胆の記」を出版しています。1000円で販売していました。 主人は星さんと猫2匹。

人気の登山コースから外れているため、両俣の自然と小屋番の人柄にひかれた固定ファンが多い。

「居酒屋両俣小屋」は、また行ってみたい素朴な味のある小屋でした。

おわり

写真

～大変良くして頂いたので少しだけ両俣小屋の紹介～


